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会議録（要点記録） 

 

令和３・４年度 堺市南区政策会議 第３回全体会 

開催日時 令和５年２月２７日（月）午後７時００分～ 

開催場所 パンジョホール 

出席委員 

安全安心創出・未来共創推進部会 

近藤委員（部会長）、岸本委員（職務代理者） 

金子委員、福井委員、二橋委員、大𣘺委員 

鈴木委員、野崎委員、正木委員 

育ち学び充実・健康長寿推進部会 

松久委員（座長職務代理者・部会長）、大島委員（職務代理者） 

小林委員、新野委員、德委員 

中辻委員、山口委員、 

ブランド戦略推進・魅力創造部会 

橋爪委員（座長・部会長）、西村委員（職務代理者） 

西委員、檜本委員、今中委員、 

神田委員、坂本委員、藤原委員 

事務局 

管理職員 

堺市     佐小南区長 

南区役所   植松副区長・谷口副区長 

       上山参事・西村参事・𠮷田総務課長・ 

       喜多区政企画室長・仲田自治推進課長・ 

       牧市民課長・米村保険年金課長・ 

       吉田生活援護課長・西地域福祉課長・ 

       音田子育て支援課長・為野南保健センター所次長 

市長公室   手取政策企画部先進事業担当課長 

泉北ニュータウン推進室 

       北口事業推進担当課長 

議題 

１．開会 

２．議題 

令和３・４年度堺市南区政策会議総括について 

３．閉会 

配付資料 

・次第 

・配席図 

・資料１「南区独自の防災力向上モデル（案）」 

・資料２「南区独自の防災力向上モデルひらめき・アイデアのカタログ

２０２２年度版」 
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・資料３「安全安心創出・未来共創推進部会最終報告」 

・資料４「子育て・教育、健康長寿などにおける南区ウェルビーイング

（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）総合プロジェクト（案）」 

・資料５「育ち学び充実・健康長寿推進部会最終報告」 

・資料６「南区ブランド戦略（案）」 

・資料７「南区ブランド戦略「戦略内容」について」 

・資料８「ブランド戦略推進・魅力創造部会最終報告」 

・参考「「＆ＧＲＥＥＮｓ」専用サイト（南区ホームページ内）イメー

ジ」 
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審議状況 開会（午後７時００分） 

１．開会 

 

区政企画室主幹 

 ただいまから、堺市南区政策会議第３回全体会を開催いたします。 

 私、本日の司会を務めます、南区役所区政企画室の宮本でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、開会にあたりまして、各部会の事務局を総括してまいりました

南区副区長の谷口、そして植松よりご挨拶申し上げます。 
 

谷口副区長 

 皆様、こんばんは。南区役所副区長の谷口です。本日はお忙しい中、ご出

席賜りましてありがとうございます。 

 私が事務局総括として担当いたしました、安全安心創出・未来共創推進部

会におきましては、議論を深めるために現場への視察を行うなど、非常に活

発な議論をしていただきました。そして、たくさんの具体的な取組のアイデ

アを頂戴いたしました。 

 次に、ブランド戦略推進・魅力創造部会におきましては、構成員の皆様に

南区の新しいブランド、「＆ＧＲＥＥＮｓ」を生み出していただきました。

本日はもう一つの部会であります、育ち学び充実・健康長寿推進部会の議論

を含め、各案について皆様にご同意をいただき、そして、南区役所の今後の

進むべき方向性を定めたい。このように考えております。 

 今後の具体的な取組につきましては、後ほど各担当課長より、説明をさせ

ていただきます。 

 また、南区役所では、先の第２回全体会でお示しをさせていただきました

各案に基づきまして、令和５年度来年度の予算につきまして、新規予算また

拡充予算という形で、今、開会中の議会にてご審議をいただいているところ

でございます。来年度に向けまして、南区としましても準備を進めていると

ころでございます。 

 改めまして、構成員の皆様には、本当にこの２年間お忙しい中、時間を作

っていただき、活発な意見、そして貴重なご意見をいただくことができまし

た、本当にありがとうございます。感謝申し上げます。では、本日も皆様、

どうぞよろしくお願いいたします。 
 

植松副区長 

 皆様、こんばんは。副区長の植松です。本日は、この２年間にわたる最後

の会ということで、一言ご挨拶させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

 ２年間にわたりまして、皆様にはお忙しい中、会議開催にご尽力を賜り、

また、貴重なご意見を頂戴しました。心よりお礼申し上げます。ありがとう

ございます。 

 私は、育ち学び充実・健康長寿推進部会の事務局総括として関わってまい

りました。育ち学び充実・健康長寿推進部会は扱う分野がかなり広く、限ら

れた時間の中ではありましたが、委員の皆様には活発なご議論を重ねていた

だきまして、「子育て・教育、健康長寿などにおける南区ウェルビーイング

（Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ）総合プロジェクト（案）」をまとめることができ



 
4 

ました。心より感謝申し上げます。 

 南区では、この方向性に基づきまして、既に取組を始めているもの、そし

て来年度に向けて準備を進めているものなど、また、後ほどご報告させてい

ただきますが、この会議でいただきました委員の皆様方のご意見を、今後南

区行政に生かしてまいります。ありがとうございました。それでは、本日も

どうぞよろしくお願いいたします。 
 

区政企画室主幹 

 本会議は公開としておりまして、会議録を作成するにあたって正確を期す

ために、議事内容を録音いたします。また、記録のため、写真撮影を行いま

すので何卒ご了承ください。 

 なお、橋爪座長が所要のため遅れられるとご連絡をいただいております。 

また、栢場構成員がご欠席とのご連絡をいただいております。 

 それでは、本日の配布資料を確認いたします、ご確認ください。 
 

≪資料確認≫ 
 

 それでは以降の進行につきましては、本来でしたら橋爪座長にお渡しする

べきところですが、到着までの間、代理であります松久座長職務代理に、進

行をお願いしたいと思います。 

 松久座長職務代理、よろしくお願いいたします。 
 

２．議題  
 

松久座長職務代理者 

 それでは、橋爪座長が到着されるまでの間、進行を務めさせていただきま

す。 

 次第２、議題「令和３・４年度堺市南区政策会議総括について」です。 

 これまでの各部会での議論を踏まえ、南区役所より今後の方向性について

それぞれ部会ごとにお示しいただいているところです。 

 資料１「南区独自の防災力向上モデル（案）」、資料４「子育て・教育、

健康長寿などにおける南区ウェルビーイング（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）総合プ

ロジェクト（案）」、資料６「南区ブランド戦略（案）」、これらの案につ

いて、部会での意見が反映されているものとして確定をしていきたいと思い

ます。 

 ただ、「南区ブランド戦略（案）」については、現在「＆ＧＲＥＥＮｓ」

の文字について、特許庁に商標登録を申請中と伺っております。特許庁から

修正の指示等が入る可能性もあるということですので、そのあたりを考慮し

現時点では確定とはせず、「案」をつけておきたいと思います。 

 では、「南区独自の防災力向上モデル（案）」、「子育て・教育、健康長

寿などにおける南区ウェルビーイング（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）総合プロジェ

クト（案）」については、この内容で確定することについて、ご同意いただ

けますでしょうか。 

 そして、「南区ブランド戦略（案）」については、商標登録が完了しまし

た際に「案」をとって確定とさせていただきたいと思いますが、そのことに

ご同意いただけますでしょうか。 
 

（南区政策会議構成員異議なし） 
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松久座長職務代理者 

 ありがとうございます。 

 各部会で２年間にわたって様々な議論を重ねてきましたが、ここに方向性

を確定することができました。 

 それでは、この方向性を踏まえ、南区役所での今後の取組についてお示し

いただきたいと思います。各部会の現在の取組の状況や今後の予定等につい

て、南区役所からご説明をお願いします。まず、安全安心創出・未来共創推

進部会についてお願いします。 
 

自治推進課長 

 南区役所自治推進課長の仲田と申します。説明させていただきます。 

 資料３をご覧ください。南区独自の防災力向上モデルを踏まえ、今後は

「アイデアカタログ」の取組を順次進めます。 

 令和４年度は、すでに第１の柱、「オール南区で防災意識を高め、備えを

確かなものにしていこう」という方針に基づく事業として、昨年１２月、南

区ふれあいまつり実行委員会主催事業として、「南区防災フェスタ」を開催

しました。 

 第２の柱、「誰ひとり取りこぼさない「防災福祉」を進めよう」に基づく

事業として、昨年８月に要配慮者に対する避難所運営訓練を実施しました。 

 令和５年度は、第３の柱の「既存の枠組みを超えた “新しい共助”」とし

て、自治会間での連携策の拡充や、第５の柱の「防災情報の共有手法の拡

充」に基づき、区と各校区自主防災組織などとの連携強化を図り、災害等の

際に円滑な情報共有を行うことを目的として、「南区自主防災組織連絡会」

の設立を予定しています。 

 この中で第２の柱である、「誰ひとり取りこぼさない『防災福祉』」の考

えを、地域の皆様と共有し、各地域において、障害者、高齢者、乳幼児の家

庭と平時からつながりを持った交流を行うことや、地域の防災訓練において

も、草の根、顔の見える範囲の気付きを大切に、障害者、高齢者、乳幼児を

意識した訓練の実施などを計画しています。 

 また、第４の柱である、「防災を担う人材を育てよう」に基づき、「防災

士養成プログラム」と「小学生防災リーダー養成講座」の実施を予定してい

ます。これらの事業は、地域防災の担い手として、子どもを対象とした防災

人材の育成や、現役世代の防災の担い手を育成し、地域防災力の向上を図る

ものです。 

 これら以外の取組として、第１の柱であるオール南区で防災意識を高め、

備えを確かなものにするために、引き続き各校区で実施される防災訓練の活

動支援を進めます。また、地域で実施される防災訓練や出前講座等の機会を

とらまえて、平時から災害が起きた時を想定し、家の中の危険個所を点検す

ることなど、区民の防災意識の啓発を図ります。 

 令和６年度の以降は、来年の事業の実施状況を見て、各地域や区民の皆様

の意見を踏まえ、ご意見を頂戴したアイデアカタログの取組を適宜実施しま

す。 
 

松久座長職務代理者 

 では、引き続き、育ち学び充実・健康長寿推進部会について、南区役所か

らお願いいたします。 
 



 
6 

南区参事 

 南区役所南保健福祉総合センター参事の西村と申します。 

 私からは、資料５、育ち学び充実・健康長寿推進部会の内容報告としまし

て、「子育て・教育、健康長寿などにおける南区ウェルビーイング（Ｗｅｌ

ｌ-ｂｅｉｎｇ）総合プロジェクト」につきまして、ご報告させていただきま

す。 

 それでは、資料５をご覧ください。南区では、今後、部会でのヒント、ア

イデアを踏まえ、情報を届けたい方をイメージしまして、アプローチする時

間や場所、見やすさ、分かりやすさを工夫して、「子育て・教育、健康長寿

などにおける南区ウェルビーイング（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）総合プロジェク

ト」を推進したいと考えております。 

 資料５の「対応状況」のところをご覧いただきたいのですけれども、令和

４年度は既に南区民の健康長寿の推進のために、産学官連携で、セルフケア

と介護予防などに取組む「南区健康長寿推進プロジェクト」を実施いたしま

した。 

 その中で、長寿事業等連携しまして、ヘルスケア等の情報発信や生活習慣

病等の個別支援を行う「みなみ健活キャラバン」を光明池まつりにて試行実

施いたしました。また、３月１８日、１９日の泉ヶ丘ひろば専門店街のつな

がるＤａｙｓでも今後実施する予定でございます。 

 子どもの権利擁護と児童の虐待の未然予防のため、教育、福祉、地域が一

体となって子どもと家庭への切れ目のない包括的な支援に取組む「南区子ど

も家庭支援対策事業」も実施いたしました。その中で、区内教育機関と連携

して学校が抱える課題などを共有し、児童生徒の学校の気付きを早い段階で

支援する仕組みでございます。 

 「南区子どもサポートプラットフォーム事業」を実施いたしました。ま

た、罰によらない子育てを啓発する「前向き子育て支援事業」を実施し、地

域発信データを要請いたしました。 

 加えて、「父親支援事業」としまして、新米パパやプレパパを対象に、先

輩パパの体験談を聞く、「南区ぱぱてらす」の開催や、「子育て支援啓発事

業」の視点、「子育て応援マップ」の作成等を行いました。 

 令和５年度は、「南区健康長寿推進プロジェクト」の本格実施としまし

て、「みなみ健活キャラバン」の本格実施ですとか、多くの人が利用する駅

での２次元コードを付けたポスター掲示による情報発信など、日頃区役所と

接点が少ない方に情報を届ける取組を強化いたします。 

 また、「南区子ども家庭支援対策事業」を「南区子どもウェルビーイング

システム事業」と名称変更しまして、事業内容を拡大し広く子育てへの関心

を高めたいと考えております。 

 そして、南区で子育てを行う外国人の支援をする「子育て世帯等外国人支

援事業」を拡充いたします。多言語のテレビ通訳システムを活用しまして、

日本語の情報が届きにくい方とのコミュニケーションを円滑にし、必要な情

報を届け、支援の質を高めていきたいと考えております。 

 さらに、これらを様々なプロジェクトや事業をデータベース化しまして、

区民それぞれのニーズや課題に応じて、その方に最適化な事業、サービス等

をプログラムとして、区民に提供する体制も構築しまして、運用いたしま

す。 

 令和６年度以降につきましては、来年度の事業の実施状況や参加状況、ま

た、特定健康診断の受診率や前期高齢者の要支援認定率など、堺市南区基本
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計画のＫＰＩの進捗状況や国の動向などを踏まえ、他市の事例等も参考にし

ながら、適宜見直しを行ってまいりたいと考えております。 
 

松久座長職務代理者 

 ブランド戦略推進・魅力創造部会について南区役所からお願いいたしま

す。 
 

区政企画室長 

 南区役所区政企画室室長の喜多でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 私からは、ブランド戦略推進・魅力創造部会の説明をさせていただきま

す。資料８をご覧ください。 

 南区では、この戦略内容に基づき、「南区ブランド『＆ＧＲＥＥＮｓ』の

ストーリー化」と、「南区ブランド『＆ＧＲＥＥＮｓ』の浸透」に向け取組

んでまいります。令和４年度は、既に特許庁に「＆ＧＲＥＥＮｓ」の商標登

録の出願を申請いたしました。 

 また、幼児期における自然体験を通した「豊かな育ち」につながる取組を

検討しており、関係機関等からご意見をお伺いしているところでございま

す。そのほか、南区公式ＳＮＳのＩｎｓｔａｇｒａｍ、ＹｏｕＴｕｂｅを中

心に、あふれる「みどり」の魅力発信を行っております。 

 令和５年度は、「＆ＧＲＥＥＮｓ」の商標登録の結果を踏まえ、ロゴマー

クの作成とロゴマークの活用方針を策定し、南区ブランドの確立に向け取組

むこととしております。そして、南区ブランド戦略に関わる取組や「＆ＧＲ

ＥＥＮｓ」に関する情報を取りまとめ、「みどりとともにかなえる豊かなく

らし」を可視化した「＆ＧＲＥＥＮｓ」専用サイトを南区ホームページ内に

構築したいと考えております。 

 参考としてイメージ図を添付しておりますので、ご参照ください。この図

はあくまでもイメージとして捉えていただければと思っております。 

 では、資料８に戻っていただきまして、令和５年度にある３つ目、関係機

関等からご意見を踏まえ、「豊かな育ち」につながる取組として、保育施

設、区内大学、農家との連携による自然体験活動のモデルスキームを構築し

たいと考えております。年間を通した自然体験活動に入り、幼児の学び、想

像力や集中力などの非認知能力の向上や、保育士をめざしている大学生の学

びにもつながる取組にしたいと考えております。 

 そのほか、「豊かな育ち」に向けた取組として、南区の農産物を使った特

産品の開発を大学と連携し引き続き行っていくこととしております。また、

南区データサイト内の「データの森「みなみ」」の中で、「みどり」に関す

るデータの拡充を図ってまいります。 

 令和６年度以降につきましては、ロゴマークの活用などを含め南区ブラン

ド「＆ＧＲＥＥＮｓ」の確立に向け、地域の方や区内民間事業者などの共創

により推進していきたいと考えております。 

 各取組の実施にあたっては、成果や達成、進捗状況等を踏まえ、随時内容

の見直しを行い、ブラッシュアップをしながら、南区ブランド戦略の戦略内

容にあるその他の取組みについても順次進めて行きたいと考えております。 

 区民のシビックプライドの醸成を図り、南区ブランドの価値を多くの方と

共創しながらブランド戦略の目標である人口流入、定着につなげていきたい

と考えております。皆様、今後ともご協力のほど、どうぞよろしくお願い申

し上げます。 
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松久座長職務代理者 

 南区役所より今後の取組をご報告いただきましたが、皆様これまでの報告

について、ご意見、ご質問等がありましたらお願いいたします。いかがでし

ょうか。 
 

（南区政策会議構成員意見・質問等なし） 
 

 では、今後の取組についての報告を受け、各部会長から部会の総括をお願

いしたいと思います。まず、安全安心創出・未来共創推進部会の近藤部会長

より、部会の総括をお願いいたします。 
 

近藤部会長 

 安全安心創出・未来共創推進部会の部会長の近藤です。 

 この安全安心の領域は、委員の皆様と話し合ってきたとおり、とっても大

事な基盤です。堺市南区が魅力あるまちになってほしいわけですけれども、

どんな取組をしていても、いざ災害が起きたときに大変な被害を受けてしま

っては取り返しがつかないということで、我々は丁寧に議論を重ねてセーフ

ティーネットをどう作っていけばいいか考えてきたわけです。それが皆様の

お手元にある、資料１「南区独自の防災力向上モデル」という形に結実した

わけです。 

 災害対応は、待ったなしと考えていただいたほうがいいです。今日にでも

何かが起きてしまうかもしれない。けれども、長期展望で構える必要もあり

ます。今日起きず、明日起きず、来年も何もなくてずっと何もなくて、それ

が続いたとしても、粘り強く進める必要があるということで、今回５つの柱

にまとめたわけです。 

 もう一度確認しておくと、５つの柱、第１の柱は、つまりは自助です。オ

ール南区一人一人が備えを確かなものにする。 

 第２、第５の柱で見ているのは、誰一人取りこぼさないようにしよう、デ

ジタルで考えても情報共有をしたり、アナログで考えてもしっかりネットワ

ークを作ったりしよう。そうした思いが込められています。 

 そして、第４の柱は、未来に向かって人材を作っていこうということでし

た。 

 さらに、真ん中にある第３の柱で、これまでの既存のやり方では、もう間

に合わないのではないか、もっと踏み込んで頑張ろうということで、「あた

らしい共助」という言葉を使うことを決めました。自治会の枠組みだけと

か、小学校区域内だけとか、そうした視野狭窄に陥るのではなくて、考え方

を広げていこう、出せる力を全部出せるようにしていこう。そうしたことを

皆さんとも議論して、さらにアイデアカタログをまとめたところです。 

 先ほど南区役所仲田自治推進課長から説明がありましたとおり、昨年度、

本年度と取組が進み、さらに来年度の予定もまとめていただいています。

「自主防災組織連絡会」を設立する。防災士の養成プログラムを進めてい

く、そして、小学生の防災リーダーも養成しよう。ユニークなアイデアも生

まれて、そして来年度実現しようとしているわけです。 

 １つのアイデア項目を、バラバラに考えていてはいけないということも、

我々部会では議論しました。例えば自主防災組織の連絡会ができたら、各区

域にいる防災士の方に情報を上げてもらったり、防災士の方に小学生リーダ

ーを教育指導していただいたり、小学生の横連携とか切磋琢磨、ときには中
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学生に教えに行ってもいいし、大学も幾つかもあります。力を束ねるという

こと、これが既存の枠組みを超えた新しい共助の形ですので、ぜひともこれ

らを実現して充実していただきたい。このように願っています。 

 そして、この考え方が、きっと育ち学び充実・健康長寿推進部会が議論さ

れてきたことと相通ずると思うのです。老いも若きも病気や障害がある方も

皆さんが、手に手を取って安全安心な暮らしを送りたい、これがウェルビー

イングそのものです。 

 そして、その取組を南区のブランドにできるじゃないか、これも我々部会

でも話し合いました。新たなブランドの確立に、この安全安心をぜひ加えて

ほしい、確立していってほしい。先ほど、「＆ＧＲＥＥＮｓ」のサイトイメ

ージをお示しいただきましたけれども、この項目に安全安心がズバッと入る

ぐらいプレゼンスを示していけるといいのではないかと思います。これをも

ちまして、第１期安全安心創出・未来共創推進部会の総括とさせていただき

ます。 
 

松久座長職務代理者 

 次に、私から総括をさせていただきます。 

 育ち学び充実・健康長寿推進部会では、子育て・教育、健康長寿など、幅

広い分野の議論を行うにあたり、自己肯定感・自己有用感の醸成、そして幸

福、よくあることなどを表現するウェルビーイングに焦点を置き、「子育

て・教育、健康長寿などにおける南区ウェルビーイング総合プロジェクト」

について検討を重ねました。 

 誰一人取り残さない、個に寄り添った「最大多様・最大幸福」のサービス

を提供し、「ひとがいきいきと輝き、幸せで、心身ともに健やかに暮らせる

都市（まち）」の実現を目的とした、本プロジェクトの議論では、「検診や

赤ちゃん訪問など必ず会える場所でのプラスアルファの情報提供」、「子育

て相談や小中学校の連携など地域の中での子育て」、「子育てにおける男性

への支援」、「民間事業者やＮＰＯ、社会福祉法人との連携」、「情報発信

について、スマートフォンやＬＩＮＥの活用、駅やコンビニなどよく利用す

る場所への行政情報の掲示」、「紙や電話、対面など各世代に応じた方法を

検討すること」について多くのご意見がありました。 

 南区役所からの先ほどのご報告の中で、この部会での意見を受けて、令和

４年度は既に、「みなみ健活キャラバン」の試行実施や、「南区子どもサポ

ートプラットフォーム事業」、「南区ぱぱてらす」の実施に取り組まれ、さ

らに、令和５年度では、試行的に実施された事業の本格化や事業内容の拡充

を行われるとのことをお伺いしました。 

 ご意見の多くあった情報発信の工夫についても、多くの人が利用する駅で

の２次元コードを付けたポスター掲示を実施するなど、会議での構成員の皆

さんのご意見を実践いただくということで、非常によい取組であると思いま

す。 

 本当に幅広い世代、分野にまたがるテーマを取り扱いました本部会におき

ましては、構成員の皆様から、それぞれの知識や経験を生かした貴重なご意

見を聞かせていただくことができました。これら皆様からのご意見を今後も

生かしていただき、南区行政がさらによいものになりますことを願っており

ます。以上、総括とさせていただきます。 
 

 では、橋爪座長がお戻りになりましたので、司会をお渡ししたいと思いま

す。 
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橋爪座長 

 橋爪でございます。遅参いたしまして申し訳ございません。松久委員、あ

りがとうございました。 

 では、私からブランド戦略推進・魅力創造部会の総括をさせていただきま

す。 

ブランド戦略推進・魅力創造部会では、南区の価値を地域のブランドとし

てどのように打ち出し確立していくか、その戦略について多くの委員の方と

議論してまいりました。 

 皆様のご意見を踏まえつつ、南区の大きな魅力である、あふれる「みど

り」を活用した南区のブランドを「＆ＧＲＥＥＮｓ」とすることといたしま

した。「みどり」とともにかなえる豊かなくらしを今後区の内外に発信し、

この南区ブランド「＆ＧＲＥＥＮｓ」の確立に向けて取組んでいただきたい

と考えております。 

 先ほど区役所から説明があったかと思いますが、ロゴマークの商標登録を

現在申請中ということでございます。今後の予定といたしましては、ロゴマ

ークの作成や活用といったブランドの浸透に向けた取組のほか、子どもたち

の学びにつながる自然体験活動や、区内にございます大学等の連携によりま

して、取組を展開していくということであります。また、南区のホームペー

ジ内に「＆ＧＲＥＥＮｓ」専用サイトを構築されるという報告がございまし

た。 

 私どもの部会でも議論をしてまいりましたが、ブランドの戦略について

は、対外的な発信と共に、区民の皆様のシビックプライド、区民としての誇

りの醸成が重要でございます。区民がこのブランドを理解し、「みどりとと

もにかなえる豊かなくらし」が南区であるということを共有いただいてこ

そ、外に対してアピールすることができると考えております。 

 先ほどご報告いただいたように、様々な南区役所の取組を通して、戦略方針

として掲げました「シビックプライドの醸成」、そして地域の方をはじめ民間

事業者や教育機関など、区内外の様々な方との「ブランド価値の共創」、とも

にブランド価値を作り上げていくという考えのもとに、南区ブランドをしっ

かりと展開してまいりたいと思っております。いっぽうで常に新しいものを

生み出すイノベーティブな南区という方向性も掲げられておりますので、ブ

ランド戦略においても従来の型に捉われず新しい展開を実践することになれ

ばと思います。 

 

 人口が減っていく中で、各地域間競争が激化しております。「みどり」を魅

力としてブランド化する自治体も、日本中あるいは世界中で多くあります。

そのなかで、南区は、ほかとは違う「みどり」を魅力とするブランド戦略を

展開することを通じて、人口の流入、定着を着実なものにしていくことが重

要だと考えており、おおいに期待しております。 

 

 以上、ブランド戦略推進・魅力創造部会の総括とさせていただきます。 

 

 では次に、この令和５年３月末をもって、本会議の皆様の任期が終了する

ということですので、各参加いただきました構成員の皆様から、これまでご

参加いただいての感想や区政策会議についてのご意見など、一言ずつ全員の

方にご発言いただければと思います。 
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（安全安心創出・未来共創推進部会） 

大𣘺委員 

 大𣘺です。この部会に参加させていただいて、本当に南区の防災に関し

て、深く考えさせられることが多く、今後の活動に生かしていかなければな

らないというふうに感じました。 

 行事ごとになりやすい防災訓練を、行事ごととして考えるのじゃなくて、

実際にどう生かしていくのか、皆さんにどう伝えればいいのかということ

が、私のこれからの課題かなと思って生かしていただきます。皆さん、どう

もありがとうございました。 

 

金子委員 

 金子でございます。今まで小さい校区の防災訓練をしてきましたけれど

も、この会議で勉強させていただいて、広くいろいろなところと関わりなが

ら、また違う形での防災訓練とか、年代を超えての協力ができていけるので

はないかなというふうに感じております。ありがとうございました。 
 

福井委員 

 福井です。２年間があっという間に過ぎたという感じで。私どもが集まっ

て意見をしたことがこういう形で、この場に出てきたことに、本当にとても

感動しております。 

 最後のブランド戦略の「みどり」について、やっぱり私が３０年南区に住

んでいるのは、やっぱりこの「みどり」があるからだなと感じてお話を聞い

ていました。このロゴがいろんな形でまちに広まる日が来たら、そのときに

関わっていたということを、みんなにお伝えできるかなと思いました。あり

がとうございました。 

 

二橋委員 

 今、トルコ、シリアで大変な災害になっており、他人事ではないなと思っ

ております。令和５年度の実施予定の中には、小学生の防災リーダー養成講

座の実施ということが出ております。私は小学校の校長をしましております

ので、ぜひ呼びかけて、そこから子どもたちの防災意識を高めて広げていけ

たらなと思っております。どうもありがとうございました。 
 

鈴木委員 

 私は大阪市内から通っていて、南区のこうした防災のことについてあまり

知らなかったのですが、今回、こうした機会をいただいて、南区の現状であ

ったり、いろんなことを勉強させていただきました。 

 特に、障害者の方がたくさん通われる施設で、２番目の柱の「防災福

祉」、「誰ひとり取りこぼさない」ということを皆さんと一緒に議論できた

ことがとても貴重でした。２年間どうもありがとうございました。 
 

野崎委員 

 僕自身も防災士の資格を持っており、校区で子どもたちと関わるような行

事もたくさんしている中で、もう少し子どもたちにも防災について伝えるこ

とがあったらいいなと改めて感じましたので、これからもそういう活動を続

けていきたいと思っています。ありがとうございました。 
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正木委員 

 私は大学が南区で、大学に通ってから南区のことを知ったのですけれど

も、この会議で初めて知ることばかりで、本当に勉強になりました。来年か

らは保育士になるので、この経験を生かして子どもたちに伝えていければな

と思います。ありがとうございました。 
 

（育ち学び充実・健康長寿推進部会） 

小林委員 

 最初部会に入ったときは、赤ちゃんから高齢者までということで、どれだ

け取りまとめられるのか、自分のアイデアも含め、不安になりながらの参加

だったのですけれど、取りまとめていただいたものを見ると、いつも日常暮

らしの中で会う赤ちゃんから、元気な高齢者の方のイメージが浮かんでき

て、これからこの施策を通じて、今後も元気に活動をする高齢者の方とほか

のところから移り住んできた子育て世代の方が交流しながら、元気に安心な

まちで、「みどり」の中で人間らしく過ごせるような南区を思い浮かべられ

て、非常にいいものができたんじゃないかと思います。今後も市民と行政が

連携しながら、進めていけたらいいなと思います。ありがとうございまし

た。 

 

新野委員 

 初め膨大なテーマをいただいて、そこからどんなふうにするのだというこ

とで、具体的にいろんな意見をもんでもんで、こんな状態になっているんで

すけれども、最終的には、いつから何をするというところのアクションプラ

ンまで踏み込みができたというのは、すばらしいんじゃないかなと思ってい

ます。 

 また、ウェルビーイングという言葉も非常にすばらしくて、今よりもより

よい状態ということなので、そのテーマに沿った、それこそ第一歩、第二歩

歩み始めることができているんだと思います。こうして文字になって見える

化もできておりますし、本当に区民の方一人一人の生活に寄り添えるような

プランになればなというふうに願っております。ありがとうございました。 
 

德委員 

 上神谷支援学校校長の徳と申します。本校は障害のあるお子さんたちが通

っている学校で、御池台校区にあるのですけれども、子どもたちが歩行学習

で、南区の緑道を使わせてもらっています。本当に歩道が整備されていて、

主要なところがつながっていて、子どもたちがしっかりと歩く学びをさせて

もらっています。その折に、私も付き添いで行かせてもらったりするのです

が、すれ違う方々が、「おはよう」とか、「こんにちは」と、すごく温かい

声をかけてくださいます。もちろんこちらからかけることもあるのですが、

必ずお声が返ってきます。 

 支援学校というところで、障害者福祉という大きなところを知ってもらう

ところの一翼を担えるかなと思っておりますので、この「＆ＧＲＥＥＮｓ」

につながるようなことを、南区でも広げていただくとともに、学校のほうで

も南区に１つある支援学校ということで、ご助力できたらなというふうに思

っています。よろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。 
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中辻委員 

 社会福祉法人のよしみ会中辻です。 

 私は、「行政は提言をするけれども、なかなかやってくれない」というよ

うなことを第１回目の会議の際に言ったと思うのですけれども、今回は参り

ました。ちゃんとやってはるというか、こういう形を出してくれるのはすご

くうれしいです。「＆ＧＲＥＥＮｓ」なんかは、むちゃくちゃ最高です。形

が見えるから、この旗の下で私らが活動できるし、「＆ＧＲＥＥＮｓ」の下

で、皆さんが議論したことが出てくると思います。今後、「＆ＧＲＥＥＮ

ｓ」はどこかの場所で出てくると思うので、そのときは委員の皆さん、必ず

参加しましょう。参加して「＆ＧＲＥＥＮｓ」の下に、私たちが議論したこ

とに参加して、その中に取り込んでいくような活動をしていただきたいなと

思います。本当に今回はいいなと思ってしまいました。 
 

山口委員 

 庭代台中学校の山口でございます。本当に２年間ありがとうございまし

た。 

 今年度、本校で命に関する体験を含んだ学習を、子どもたちだけではなく

て、地域の人、保護者も一緒になってやらせていただきました。南区の支援

もいただきながら、今回のプロジェクトの一環として、やらせていただきま

した。そのことを本校だけではなくて南区の中学校と横の連携も取りながら

情報発信してみると、各中学校から大体１名ずつぐらい見に来てくれて一緒

に学習をして、そういった横の広がりも出てきたかなと思います。また、今

日のことも南区の中学校に広げてやっていきたいなと思います。ありがとう

ございました。 
 

藤原委員 

 ２年間ありがとうございました。私は学生代表ということで、自分がどれ

だけ意見を述べることができるのかなという不安もあったのですけれども、

委員の方々やほかの方々の意見を参考にさせていただいて、自分の意見を幾

つかださせていただきました。これから春になって保育士になるのですけれ

ども、この経験を通して自分の知識や考え方の幅というものを広げることが

できたかなと思います。ありがとうございました。 

 

坂本委員 

 ＮＴＴ西日本の坂本と申します、２年間皆様ありがとうございました。 

 本日、資料を改めて見させていただきまして、自分の部会もそうなのです

けれども、ほかの部会のこの資料もいろんな意見が織り交ぜられてすばらし

い資料になっていると本当に感じました。また、早速施策に落としていただ

いた南区役所の皆様にも、私からも感謝を申し上げます。とてもうれしく、

早速実行に移っているなとうれしく思っています。 

 我々の部会では、ブランド戦略ということで「＆ＧＲＥＥＮｓ」というも

のが、今商標登録申請中ではありますが、これが認められた暁には、すぐに

私も会社の関係の人などに、「堺市南区というのは「＆ＧＲＥＥＮｓ」のよ

うなまちですよ」ということを、広めていきたいなと感じました。ありがと

うございました。 
 

神田委員 
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 高島屋泉北店の神田と申します。実は来年２０２４年が、泉北高島屋が開

店して５０周年ということで、まさにこのニュータウンと一緒に歩んできま

した。デイリーユースの日頃お使いいただけるような百貨店として、皆様に

何とか愛していただけているかなと思っております。 

 ここで勉強させていただいたことを、またここでつながった皆様と、引き

続き歩んでまいりたいというふうに思いますのでよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 
 

今中委員 

 南海電鉄の今中でございます。この会議体で都市間競争に打ち勝つための

地域力向上の戦略を皆さんとお作りすることができて、すごくよかったなと

思っています。今後、戦略を戦術に落とし、施策に落として、住民さんや企

業の方々に届けていくフェーズに入っていくと思います。 

 さっき、中辻委員がおっしゃってましたけれども、これからそれぞれの施

策を南区だけに任せるんじゃなくて、私たちもできることは何でもさせてい

ただきたいと思いますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。 
 

檜本委員 

 檜本です。私は公募で参加したものです。皆さんが真摯にいろいろ討論な

さっているのを聞いて、本当にもっと頑張らなきゃいけないなと思いまし

た。 

 若い頃、ＰＴＡの南区の会長をしていたときには、文句を言うだけではだ

めだということで、ＰＴＡの会長仲間で堺・泉州とか、堺人という雑誌を出

したりしました。この歳になって、元気に遊ばないといけない。そのため

に、まず地域を元気にするためには、泉北高速に乗り南海電鉄に乗り、そこ

から走り回ろうということで、毎月歩き回っています。 

 最後に宣伝させていただきたいのですが、３月２６日鴨谷野球場で、流鏑

馬の第３回をやります。前回は５，０００人集まったのですが、今年はもっ

と多いと思います。どうもありがとうございました。 
 

西委員 

 「泉北をつむぐまちとわたしプロジェクト」の西と申します。２年間あり

がとうございました。すばらしい経験をさせてもらって、こういう有意義な

ことをやらせてもらって、最後に思ったのが、この有意義なものをどうやっ

てみんなに知らせていくか、これは非常に１つの大きな問題なのですね。南

区は、今はホームページがあって、広報「みなみ」という新聞があって、イ

ンスタがあります。インスタはフォロワーが２１８人。ツイッターが１，１

９４人。これは佐小南区長が、ちょこちょこツイッターを頑張ってくれてい

るので、だんだん上がっていると思います。今、２，８６１ツイートされて

ますね。ＹｏｕＴｕｂｅみみちゃんねるは１３７人。ピアッザって、皆さん

ご存じないと思うのですけれども、これは地域コミュニティーアプリです。

最近出たのが、泉北ウェルカムブックで、これはホームページで出ていま

す。こういうことを連携しながら進める必要があると思います。どんな民間

の企業でも、どんなものすごいええものを作ったとしても、それを知っても

らわないとお客さんが来ないですね。こういうことを含めて、今、小中学生

でもいろんなＳＮＳを使ったりして。年代に応じてアナログの新聞もいい
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し。でも、同じようなことをまとめて発信していかないと。どこかでひっか

かったところで、ベースのホームページに連れてくるというようなことを、

頑張ってほしいなと期待しております。ありがとうございました。 
 

橋爪座長 

 次に、各部会の職務代理を務めていただきました、皆さんに順番にコメン

トをいただきます。まず、岸本委員、お願いします。 
  

岸本委員 

 岸本です。よろしくお願いいたします。この２年間各部会で検討していた

だきましたことを、こういうふうにまとめていただきました。これを絵に描

いた餅にするのか、それとも食べられる餅にするのかは、我々がどういうふ

うにこれを進めていくかにかかっているのかなと思います。いかに区役所さ

んと我々が一体となって発信もしながら、区役所さんのお尻をたたいて、進

捗状況とかも再度このメンバーで、チェックができるような会議体等々を持

っていただきましたら、ありがたいかなと思っております。 

 この２年間でまとめたことが今日で終わりじゃなくて、今日からまた新た

にスタートしたという気持ちを持っていきたい。皆さん方と一緒にこの３つ

のキーワード、部会名が長いので覚えられないのですが、オール南区の３つ

の部会において議論されたこれを我々が守っていこうじゃないの、浸透させ

ていこうじゃないのという気持ちで、チェックもしながらやっていきたいと

思いますので、どうかこれからもよろしくお願いしたいと思います。ありが

とうございました。 

 

大島委員 

 大島です。よろしくお願いします。コロナ禍の中の会議で、こんなにまと

まりができたことに驚いています。 

 私も校区のことは分かるのですけれども、この会議に出て分かるのかと思

いましたが、育ち学び充実・健康長寿推進部会に関わらせていただいて、こ

れなら少しは分かるかなと思いながら、いろいろ意見も出させていただきま

した。何とかやっと終わったなという感じで、それが一番うれしいです。２

年間、ありがとうございました。 
 

西村委員 

 西村でございます。私は本日部会の報告を聞いておりまして、南区のめざ

す姿を、それぞれのお立場から発表されたのだというふうに思っておりま

す。 

 今後はこの報告内容をそれぞれ具現化していただき、めざす姿を実現して

いただければなというふうに思っております。特に、私が所属しておりまし

たブランド戦略推進・魅力創造部会においては、「＆ＧＲＥＥＮｓ」の浸透

を通して、最初にお話をいただきました住みたい南区、また住んでよかった

南区をめざし、ぜひともこのブランドマークの下に活用していただければな

というふうに思っています。 

 恐らく南区で商標登録ができれば、今後、南区の皆さんと名刺交換をさせ

ていただいたら、きっと「＆ＧＲＥＥＮｓ」の商標が、皆さんの名刺の中に

載っているのだろうなということを思いながら期待をしております。この２

年間本当に勉強になりました。どうもありがとうございました。 
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橋爪座長 

 では、部会長のおふたりにご発言いただければと思います。まず、近藤委

員、お願いいたします。 
 

近藤部会長 

 先ほど、岸本委員もおっしゃっていたとおり、部会の名前が長いというこ

とで、最初お話をいただいたときは、大丈夫かと思いました。キーワードが

てんこ盛りで上滑りするパターンが舞い込んだと思いましたが、委員の皆様

とお会いしてお話を伺っていて、南区に対する愛着、愛情というのが深い。

これは面白いなと思いました。皆さんの質問、疑問がすごく具体的だったの

で、活気のあふれる部会になったとそんなふうに自負しています。南区民の

命を守るための部会だった、そういうふうに思います。 

 この政策会議の構成がよかったなというのが、最後の印象です。３つの部

会があって、いわば３本の矢になっていって、それぞれの部会がしっかり関

連しあっている。この３つを束ねるとかなり大きな力になるぞという実感を

今日も持ちました。 

 安全安心というのは、命を守るための部会でしたけれども、ウェルビーイ

ングは欠かせないですね。命を支えるための部会だったのだなと、今日報告

を聞いていました。 

 そして、このまちの魅力、ブランド戦略的に作っていくというのが、いわ

ば命輝く部会ということで、すばらしい成果を生み出されたと思います。こ

れを１つのステップボードやテコにして、ぜひ南区民の皆様で、次につなげ

ていっていただけるといいかなと思いました。２年間お世話になりました、

ありがとうございました。 

 

松久部会長 

 私は小学校、中学校は北区で過ごしました。そのころは、まだ自然も多く

て大泉緑地もありましたが、どんどん団地とか住居が建ちました。その後、

勤めはずっと堺市だったのですが、中区、それから堺区、そして、また北区

で勤めて、そして今は南区の大学に勤めています。 

 南区というのは、本当に可能性のある区だなと。先ほどからお話が出てい

るように「みどり」が多い。そして公園や子どもが遊ぶような場所もある。

自然の生き物が住んでいる。また、反面、高島屋さんとかビッグバンやビッ

グ・アイにあるような大きな便利な建物もある。それが共存している。本当

にほかの区にはない可能性のある区だなと思います。 

 私の勤める大学も槇塚台の「みどり」の中にありますが、毎日のようにき

れいだなと、「みどり」が多くて素敵だなと思って通っています。大学で

は、学生を育てる仕事をしていますが、また、この学生が地域に学びを還元

してくださったら、とてもうれしいなと思って、これからそれをどんどん進

めていきたいなと思っています。２年間ありがとうございました。 
 

橋爪座長 

 最後、私からまとめをさせていただきたいと思うのですが、皆さんに参加

いただいた区政策会議は懇話会という形になっております。区長の下に開催

いたしまして、意見を述べて、それを勘案措置して、区の事業、政策に生か

していく。また、それを市長等にも上げていっていただくという形になって
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ございます。その目的といたしましては、区ごとの実情及び特性に応じた政

策形成をする、特色ある区行政を実現する、南区独自の政策を提言していく

というのが会議のそもそもの使命でございました。 

 ぜひ、このあたりの事ももう一度思い出していただきながら、今後私ども

の意見を、区役所及び市に求めてまいることができればと思っております。

特に南区の会議しか我々は分かっていません。ほかの区もこの同種の会を、

区長、置かれているのですよね。ほかの区がどのような形でまとめられてい

るか、また我々もチェックさせていただきながら、南区が堺市の中でもほか

とは違うというところを、うまく打ち出しているかどうか、我々の意見が生

かされているのかを今後ともそれぞれのお立場で見守っていただければと思

っております。 

 政府が最近、「デジタル田園都市」という概念を示しました。「田園都

市」というのは、産業革命の後のイギリスで、大都会が密になり過ぎてとて

も住める場所ではなくなったので、郊外の豊かな環境の下に都市的な利便性

を持った街をつくろうとしたものです。 

 今、それをもう一度デジタル化して、郊外の「みどり」の中に、都市的な

便利性を持ったようなまちを作ろうという動きが、日本中でこれから改めて

始まる。そういう中で、この南区は新たな田園都市の姿を具体化するのにす

ぐれた場所だと重ねて思ってございます。 

 一人当たりの公園面積を見ると、堺全体ではそれほどではないのですが、

南区だけをとると日本中の大都市の中でこれだけ「みどり」のあるところは

なかなかない。環境のすばらしさを裏付ける数字が出てきます。ただ他の地

域の人は堺市南区の良さを十分に理解していただいていない。そこにあって

区の特徴や優位性を語るのは区民の皆さん、あるいはここで仕事をしている

我々の役割だと思います。ぜひ多くの方が、南区はこんなにすばらしい場所

だと引き続き声を上げていただければと思っております。 

 ほかの区がどうであったかまた報告を受けたいのですけれども、このすば

らしい会議が皆様のお力をお借りしながらできたと思っております。座長役

としてはちょっと拙い進行になってございましたけれども皆様の熱意に免じ

てご容赦いただければと思います。 

 ３つの部会に分かれて、議論をさせていただきました。部会名が長いとい

うのを何人かがおっしゃいましたが、確かに長かったのですが、めざすとこ

ろは１つであります。南区の暮らしやすさ、あるいは南区での働きやすさ、

つまるところ誰もが幸せにこのまちで暮らしていけるのかというところが、

大事な論点であったかと思います。近年、ウェルビーイングとよく言います

が、日本語にすれば、「よく生きる」、「誰もが我が人生よく生きられ

る」、そんな南区をめざすための議論だったかと思います。 

 区役所は、今後また区長とか副区長など代わられてゆくと思いますが、こ

の場での議論を引き継いでいただいて、ぜひ今後も継続して今回の意見を生

かしていただければと思っております。私からは以上です。本当に２年間あ

りがとうございました。 

 それでは、本日の会議は以上といたします。 

 本日は長時間にわたりありがとうございました。進行を事務局にお返しを

いたします。 
 

５．閉会 

区政企画室主幹 
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 皆様ありがとうございました。では、閉会にあたりまして、南区長の佐小

よりご挨拶申し上げます。 
 

南区長 

 堺市南区長の佐小です。ついにこのときがやってまいりました。皆様にお

かれましては２年間にわたりまして、第１期堺市南区政策会議にご参加賜

り、そして多くの貴重なご意見を頂戴しました。誠にありがとうございま

す。 

 これまで、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けまして、オンライン

会議や書面会議など議論するにあたりご不便をおかけしたことと存じます

が、皆様のお力によりまして本会議の目的を達成することができました。皆

様から本当に貴重なご意見を賜りまして、それぞれの部会におきまして、

「南区独自の防災力向上モデル」、「子育て・教育、健康長寿などにおける

南区ウェルビーイング総合プロジェクト」及び「南区ブランド戦略」の３つ

の方向性を、ここでまとめることができました。 

 今後は、これらの方向性に基づきまして、関係部局と連携をしながら、堺

市南区基本計画に掲げる南区の将来像の実現に向け、基本方針に基づく政策

事業を着実に進めてまいりたいと考えております。また、その推進にあたり

ましては、地域や民間事業の皆様との共創により進めていくことが重要でご

ざいます。皆様には、できましたら本会議が終了した後も、引き続きお力添

えを頂戴できれば幸いに存じます。 

 また、来年度、本会議のご意見を踏まえまして、先ほど座長からもござい

ましたが、南区民の暮らしやすさ、働きやすさ、楽しさ、そして幸福感の向

上など、南区ウェルビーイングの実現をめざし、内容は未定でございます

が、第２期堺市南区政策会議につなげてまいりたいと考えております。 

 それでは、第１期堺市南区政策会議は、本日をもって閉会とさせていただ

きたいと存じます。 

 なお、私ごとで恐縮でございますが、私は本年度をもちまして定年退職と

なります。本会議は最高の構成員の皆様が集結し最良の議論を重ねていただ

き、そして最大の結果を得て本会議を終えることができましたこと、本当に

感無量でございます。 

 今、皆様のご意見をお聞きしておりまして、なおさらその思いを強くいた

しました。本当によかったと思います。改めまして、構成員の皆様、そして

傍聴の皆様、事務局の職員関係者の皆様、その他本会議に関わる全ての方に

感謝を申し上げます。皆様、本当にありがとうございました。 
 

区政企画室主幹 

 それではこれをもちまして、堺市南区政策会議第３回全体会を終了しま

す。皆様２年間にわたり、活発なご議論本当にありがとうございました。こ

れをもちまして、第１期の堺市南区政策会議を終了いたします。 
 

閉会（午後８時１３分） 

 


